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表１　大鳥居（８代目）の履歴 表 1 大鳥居（8 代目）の履歴 
 
元号 年 西暦年 月日 事象（●破損など） 内容（▲は柱および基礎に関する項目） 






11 1878 4 月 28 日 大鳥居御額版下が落成(宮島町史）   
15 1882 6 月 26 日    ▲袖柱 4本の根継が許可(営繕記録)。 
 11月23日    ▲根継用の楠木の検査(営繕記録)。工事の実施は不明。 
17 1884 8 月 26 日 ●風で巻金（銅）が傾く(宮島町史）   
19 1886 9 月 24 日 ●大風で袖柱根継部分が破損(営繕記録)   
 11月18日 ●風波により大鳥居が破損(営繕記録)   
 12月14日    修繕が許可(営繕記録)。破損・修理箇所や方法の詳細は不明。 
24 1891 9 月 14 日 ●大風雨で屋根が破損(営繕記録)。   
25 1892  3 月    屋根の修繕が落成(営繕記録)。 
26 1893 5 月 19 日    袖柱ほかの修繕が許可(宮島町史）。工事の実施は不明。 
26 1893 9 月 3 日 ●強風により屋根が破損(宮島町史)。   
26 1893 10月12日    屋根の修繕が許可(営繕記録)。 
26 1893 10月14日 ●暴風雨により破損(営繕記録)   
28 1895 1 月 31 日    修繕が許可。西主柱に巻金を行う（宮島町史）。 
29 1896 10月29日    修繕が許可。（屋根か？）（宮島町史） 
30 1897 12月20日    修繕が許可、南側袖柱の根継（宮島町史）。 
32 1899 4 月 5 日 特別保護建造物に認定   
 7 月 6 日    修繕許可。 
 7 月 8 日 ●大潮で西側袖柱の根継が離脱   
 7 月 10 日     ▲西側袖柱 2本の修理完了（営繕記録）。 
37 1909 8 月 27 日 ●落雷で西側主柱が火災(宮島町史）  破損状況と修理内容は不明。 
41 1908  1 月    特別保護建造物修繕第四区工事で修理が行われることになる。 
42 1909 11月17日    大鳥居の修繕起工し、屋根の葺替と塗装が行われる。この塗装で丹塗となる。▲基部は木材の外周下端の腐朽
部分を掻き取り、その補いとしてコンクリート基礎を打ち上げたものらしい（昭和 25 年報告書）。恐らくこの
時に底部腐朽部を切り取り、基礎コンクリートを打ったと考えられる（現状で基礎が高いことの根拠）。 
44 1911 2 月 9 日    屋根の葺替と塗装工事が竣工（宮島町史）。 
大正 14 1925 8 月 27 日   各柱脚部に、鉄筋コンクリートで根巻補強（営繕記録）。●結果として、コンクリートが変形、接している
木部が腐朽。 
昭和 4 1929 3 月 28 日 国宝保存法の公布により、国宝に認定   
6 1931 8 月 10 日   ▲大鳥居柱根コンクリート巻補修（営繕記録）。 
9 1934 7 月 13 日 
7 月 16 日  
 ▲大鳥居柱根コンクリート修理（営繕記録）。 
大鳥居袖柱（内側東・西）屋根修理。 
12 1937 5 月 12 日   ▲大鳥居柱根コンクリート補修（営繕記録）。 
25 1950 5 月 30 日 文化財保護法の公布により、重要文化財に
認定   
25 1950 10月14日    大鳥居修理工事が起工し、根継（6 本）・屋根葺替・塗装工事が行われる（報告書）。▲西主柱（佐賀県佐賀
郡鍋島村池ノ上、高岸邸より）は根元に継木。継手は上の貫下から下の貫下に到る長さ約 11 尺 5 寸にわたる金
輪継、東主柱（福岡県久留米市）は一本ものとした。▲各控柱は根継方式で上部を杉材、下部を楠材とし、継手
は梁行方向に目違立て、これに直角方向に表面だけ目違立てとし、基礎は千本杭とした。 
35  ●柱脚部に海草が繁茂  トーチランプで焼却。 
26 1951 5 月 26 日    大鳥居修理工事が竣工。 
38 1963 12月26日 棟札 2枚が重要文化財に認定   











47 1972    屋根工事として軒付、平葺の破損部補修。塗装工事として全面に丹塗塗装。虫害補修工事として樹脂修理、防
腐剤塗布、一部埋木補修。 
56 1981    調査。 
58 1983    屋根補修、袖柱屋根全葺替、塗替。 











完了後の 5年 8月から工事着手し 12 月 10 日に工事が完了している。プライマー塗布の後、木地とパテの付着を
良くするためにエピコーターSP ボンド TW-2000 を刷毛、噴霧器で斑無く塗布。 







7 1995    割れ止め工事。 
 部分補修。 






















































































1 14 31 53 27.0
2 32 50 34.5
3 34 12.0 33 47 21.5
4 32 19.0 34 50 22.0
5 95 15.5 35 50 18.0
6 36 52 29.0
7 24 37 49 54.5
8 64 38 58 14.5
9 60 39 58 10.0
10 80 80.0 40 58
11 60 16.0 41 54 17.0
12 15 42 64 102.5
13 11 45.5 43 62
14 8 24.5 44 30 85.5
15 4 36.0 45 48 87.0
16 9 55.5 46 65 20.5
17 8 37.0 47 50 82.0
18 4 36.0 48 42 27.0
19 8 40.5 49 53
20 7 61.5 50 48 21.0
21 6 61.5 51 36 37.5
22 7 56.0 52 28 37.5
23 10 46.0 53 98
24 12 21.0 54 97 9.5
25 6 55 98 11.5
26 15 36.0 56 97 10.0
27 27 57 102 10.5
28 60 18.0 58 103
29 55 16.5 59 100


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ceriporia lacerate （Polyporales 目）， Flavodon favus （Polyporales 目），Fuscoporia sp.（サ
ビアナタケ属 , Hymenochaetales 目），Trametes hirsuta（アラゲカワラタケ , Polyporales 目），
そして未同定の polyporalean species であった。一般に海水の影響を受ける環境（例えば，マ
ングローブ域，干潟など）や海水中には多くの菌類が生息していることがよく知られてい
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A survey of bio-degradation in the Torii-gate of Itsukushima Jinja was conducted. The 
present condition of the gate at the foot of its east main post, southwest sub-post and the 
connection beam between them was investigated mainly. Visual inspection, measuring of 
moisture content and drill resistance using Resistgraph as well as identification of fungi were 
executed. The surface layer of the posts has shown physical and biological degradation, but the 
results of drill resistance up to a depth of 300 mm has shown that there is no serious inner cavity 
associated to decay. On the other hand, it was found that an area of inner decay exists in the 
contact zone between the main post and the connection beam.
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